
 

  

例会記録  

会員総数  60名 出席会員数 28名 

ゲスト      1名  ビジター   1名 

その他      0名 海外ﾋﾞｼﾞﾀｰ   0名 

事務局      3名 

 

 

  
 

 

 

ニコニコボックス  

中谷会員：いつもありがとう 

細谷会員：NARU 様本日はありがとう 

内田会員：埼玉の実家に戻りました。 

子供たち 3人も仕事に就き、夫婦二人 

少々寂しくなります 

齊藤会員：明神会館、最高でした 

保科会員：NARU 様卓話と演奏どうも 

ありがとうございます 

結婚記念日：保科会員（18 日） 

金子会員（30 日） 

ﾊﾟｰﾄﾅｰ誕生日：山本会員（8日） 

誕生日：杉山会員（2日）植芝会員（2日） 

    吉田会員（21日）濱田会員（26日） 

次回予告  

第28回例会 2026、4，20（＃2478） 

会場：舞の間 

例会ホスト・紹介係   荘村会員     

    受付係  福田会員  地引会員 

司会者  保科会員 

ソングリーダー  乳井会員 

 

 卓話～会員を知ろう ③ 

 乳井真一会員＆吉田次年度会長 
  

今期のモットー： 「より高みを目指して」 
会長報告 

1）本日はサクソフォン演奏家でもあり、楽器指導者、モデル、歌手という多才な方に演奏とお話をうかがいます

NARU様のちほど宜しくお願いいたします。 

2）今月から、新しい米山奨学生をお迎えいたします。シンガポールからの留学生でソン・ユーシンさん 

です。来月から例会に出席いたします。また、米山奨学会から委嘱状がクラブとカウンセラーの内田会員 

に届いております。 
幹事報告 

1）観桜会には多数の御出席ありがとうございました。 

2）国際奉仕委員会より、メールでも募集しましたが、ヌサドゥアRCとの協賛事業である大学生、高校生への 

奨学金支援に今期も応募下さい。 

3）5月18日には歴史作家の加来耕三氏が卓話にいらっしゃいますが、オープン例会としたいので、お知り合い 

をお連れ下さい。 

4）例会終了後に、定例理事会を開催して致します。該当の方はお残りください。 
 

  本日の例会プログラム 

第 27回例会 2026.4.13（＃2477）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  杉山会員 

受付係    須藤会員  保科会員 

司会者 乳井会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 末竹会員 

 

卓話 「強羅花壇女将として」 
強羅花壇前女将 藤本 三和子氏 

 紹介者 細谷会員 
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UNITE   FOR    GOOD 

よいことのために手を取り合おう 
 

東京麹町ロータリークラブ    

 前回の報告  

第 26回例会 2026.4.6（＃2476）        舞の間 

例会ホスト・紹介係  加賀会員 

受付係    齊藤会員  山内会員 

司会者 乳井会員  ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 末竹会員 

卓話 「三刀流」 
サクソフォン奏者・楽器演奏指導者・モデル・歌手 

NARU氏 

 紹介者 保科会員 
 

   2025〜26 年度年度 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長  Francesco  Arezzo 

 

 



 
 

  
 

 

 

対馬丸と世界の未来 

 
 

 

 

映画監督 寿大 聡氏（3/23卓話 大山裕子様ご紹介） 

  

 

 皆さん、対馬丸事件をご存じですか。1944年 8

月、疎開船の「対馬丸」が米潜水艦の攻撃を受

けて沈没した事件で、史上最大の学童死亡事件

ともいわれています。私の祖父が当時、対馬丸

に乗船しており、私はその体験を基にドキュメン

タリー映画「満天の星」を作りました。 

 

 

（※映画「満天の星」チラシ画像） 

 

 
 対馬丸は元々日本郵船の貨物船で、祖父は 13 歳のときに日本郵

船に入社し、対馬丸の甲板員として働き始めました。横浜港と南方の

国々を行き来していたのですが、第二次世界大戦の戦況悪化で徴用

され、兵士も運ぶようになりました。 

 
 

 

 

（※劇中使用：対馬丸画像） 

 
 当時、祖父は戦争もいよいよ末期に差しか
かると感じていたのですが、ちょうどその頃、

対馬丸に那覇港への寄港命令が下りました。

船員たちは下船許可が一切下りないまま待

機させられていたところ、1944 年 8 月 21 日、

疎開輸送で大勢の子どもたちが対馬丸に乗

り込んできました。 

 

 

 

 

（※劇中使用：対馬丸に乗り込む子供達） 
沖縄と本州の間にある東シナ海は潜水艦銀

座といわれるほど危険な海域だったのです

が、そのことを隠したまま疎開が促進されて

いたのです。というのも、7月 7日にサイパン

が陥落し、沖縄での地上戦の機運が高まる

中、大本営は多くの兵を沖縄に送るため、足

手まといとなる高齢者や女性、子どもたちを

本州に送りたかったのでした。 
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 当時の乗船人員は 1788名でした。翌 22日の夜 9時半、3発のものすごい衝撃が対馬丸を襲いました。船員室に閉じ

込められた祖父は、やっとのことで扉をこじ開けて甲板に出ると、爆撃で船倉に大きな穴が開いており、大量の海水が

流れ込んで、船底にいた人たちや荷物が渦を巻いていました。阿鼻叫喚と化したその光景はまさに地獄であり、祖父は

晩年になっても夢に見るほど心に傷を負いました。 

 
 

（※劇中使用：魚雷をうける対馬丸） 

 救助用の筏で東シナ海を 3 日間漂流した

後、命からがら生き延びた祖父を待っていた

のは憲兵でした。対馬丸撃沈の話を一言でも

漏らせば死刑だと脅され、入院先の鹿児島の

病院でも、日本郵船の支社がある大阪に戻る

道中も、ずっと憲兵隊に見張られていたそう

です。それ以来 33年間、事件のことは家族に

も話せませんでした。 

 

 

 

 

 私がこの話を祖父から初めて聞いたのは、私が中学 3 年のと

き、国語の授業の一環でインタビューをしたときでした。この事件

で、私が当時通っていた学校の全校生徒数に匹敵する 784 名の

子どもたちが亡くなった話を聞き、すごく私ごととして捉えることが

できたのを覚えています。 

 

（※１５歳時の寿大聡と祖父・中島髙男） 

 そして映画が好きだった私は、仲代達矢さんが主宰する無名塾

に入りました。 

 

 

 

 

（※無名塾主宰・仲代達矢） 
 

 

20 年前、仲代さんから「役者が戦争をテーマにした作

品に関わることは、戦争を二度と起こさないためにでき

る唯一の社会貢献だ」と言われたのが心に刺さり、私

は祖父の話をいつか形にしなければと思いました。 

 それから 20 年間、いろいろ手を尽くしましたがテレビ

局も制作会社も受け付けてくれず、自主制作に向けて

資金調達も始めましたが、なかなか投資してもらえませ

んでした。祖父も亡くなり、もう世に出せないのではと諦

めかけていた 4 年前、たまたま共感してくださった方と

出会い、映画「満天の星」が完成しました。昨年には全

国上映され、文部科学省選定作品に選ばれたり、毎日

映画コンクールにノミネートされたりもしました。 

 



 

 

 一方で、現在の戦争も描かなければと思い、2022 年にはウクライナへ取材に行き、砲撃で破壊された町や戦争で親を

亡くした子どもたちを映像に収めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※ウクライナ・破壊された街並み）            （※ウクライナ・破壊されたショッピングモール） 

 

                                     
                                                      

                                                                      

 

（※ウクライナ・ 

破壊された街に描 

かれたバンクシーの 

メッセージ） 
                            

（※ウクライナ・孤児院にて） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争体験者の生の声が聞けなくなりつつある中、戦争を知ら

ないわれわれの世代が戦争の悲惨さを後世に伝えることが

課題となっています。私は映画という媒体で発信しました

が、何かの折に平和や戦争について話すだけでもより良い

世界の未来につながると思います。 
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